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ふりがな チームオカヤママゼゴハン 

団体名 チーム岡山まぜごはん 

代表者名 綾部小百合 
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E-mail nekonekomutu@gmail.com 
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設立年（西暦）      2018 年 

助成活動名 岡山県在住の外国人と地域住民の交流と相互理解の場づくり 

助成額   300,000 円 

活動内容 

目的 

 
この活動は、地域住民と外国人が共に暮らす倉敷市帯高において、地域住民と 
外国人の相互理解を深める事を目的としている。 
日本の季節や伝統文化を体験し、年齢や国籍を超えた交流の場を設けることで 
様々な国の風習文化があることを再認識することに繋がっている。地域住民と 
外国人が共に学び、共に成長できる場となり、多文化共生社会の実現に役立て 
ばと考える。 
 

内容 

【4 月 19 日】まったりお話会 
参加者：9 人（外国人：0 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【4 月 13 日】ワールドフェスタ in 岡山ドーム 
着物着付け体験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 



【5 月 17 日】フルートコンサート 
参加者：22 人（外国人：1 人） 
講師：紫園香 
 
 
 
、 
 
 
 
 
 
 
【6 月 21 日】うたのまぜごはん 
参加者：11 人（外国人：1 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【7 月 19 日】みんなで吹こう尺八体験 
参加者 14 人（外国人：0 人） 
講師：岸本寿男 
 
 
 
 
 
 
 
 
【8 月 9 日】みんなで吹こう尺八体験 PART２ 
参加者：14 人（外国人：2 人） 
講師：岸本寿男 
 
 
 
 
 
 
 
 
【9 月 20 日】お抹茶体験 
参加者：18 人（外国人：2 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 



【10 月 25 日】新月茶話会 
       ミャンマー支援寄付金贈呈 
参加者 15 人（外国人：1 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【11 月 15 日】みんなで吹こう尺八体験 PART3 
参加者：8 人（外国人 2 人） 
講師：岸本寿男 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【12 月 20 日】クリスマス忘年会 
参加者：11 人（外国人 3 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【1 月 11 日】お餅つき 
参加者：40 人（外国人：5 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【2 月 21 日】うたおう・おどろう下津井節】 
参加者：28 人（外国人：0 人） 
講師：津本ゆかり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

  

 



【3 月 21 日】リアルお雛様ひなまつり 
参加者：7 人（外国人：0 人） 
 
 
 
 
 
 
 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

●日本伝統文化体験の拡充（尺八体験の重点化）：「日本伝統文化体験」の一
環として、特に日本の伝統音楽である「尺八」の体験プログラムを重点的に取
り入れました。尺八は音を出すことが非常に難しく、参加者からも「継続して
練習したい」との強い希望があったため、単発の開催ではなく複数回にわたっ
て体験機会を設けました。 

●料理交流イベントの中止：当初予定していた「日本料理と多国籍料理の交
流」イベントについては、今回は開催を見送りました。 

成果 

2025 年度の活動は、古民家「つくぼ片山家」を拠点として、地域住民と外国人
住民が日本の伝統文化や季節の行事を通じて深く交流することを目指して展開
することができました。 日本の伝統音楽である尺八の体験プログラムは、尺八
は音を出すことが非常に難しいため、一回限りの体験に留めず、参加者からの
「継続して練習したい」という熱意に応えて全 3 回の継続的な練習機会を設け
ました。こうした繰り返しによる学びの場は、参加者が伝統楽器の奥深さに触
れ、技術習得に向けて意欲的に取り組むという大きな成果に繋がりました。 ま
た、定期的な「おしゃべり喫茶」の開催により、外国人住民が地域住民と自然
に顔を合わせる日常的な交流の場を維持しました。これに加え、茶道体験、地
域の民族舞踊「下津井節」やフルートコンサートなど、多角的な文化プログラ
ムを実施したことで、年齢や国籍を問わず多様な人々が互いの風習や文化を再
認識する機会を創出することができました。 さらに、こうした地域に根ざした
交流の輪は社会貢献活動へも広がり、地域住民の皆様の協力によりミャンマー
の災害支援のための募金活動を実施し、寄付金を贈呈することができました。
これは多文化共生の精神が、国境を越えて互いを支え合う具体的な行動へと繋
がった意義深い成果でした。季節の行事においても、餅つきやひな祭りといっ
た日本の風習を地域住民と共に体験する場を設け、多世代が共生する豊かな地
域コミュニティの形成に寄与できたと感じています。これらの多面的な活動を
通じて、地域と世界を繋ぎ、多文化共生社会の実現に向けた着実な一歩を踏み
出すことができたと考えております。  

※海外からの参加者（国別）：ベトナム・中国・ミャンマー・カナダ・フラン
ス 

今後の課題と対
応策 

今後の活動に向けた課題として、岡山県内に住む外国人からの参加者をより安定的に動員
することの難しさが挙げられます。現在は SNS 等を通じた情報発信を行っておりますが、
オンラインでの広報だけでは十分な周知に至らない場合もあり、より効果的なアプローチ
の模索が続いています。 2 月の下津井節イベントでは、出演者の高校生が英語での説明を
考えていたにも関わらず外交人の参加がなく、折角の発表の場がなかったことは非常に残
念でした。この課題への具体的な対応策として、次年度からは国際交流センターなどの公
的な機関へのチラシ掲示を積極的に依頼し、対面や実物を通じた広報活動を強化する計画
です。これにより、SNS を日常的に利用していない層や、より直接的な情報を求めている
外国人住民、留学生などへ確実に活動内容を届けることを目指します。地域に根ざした多
文化共生の場をさらに広げるべく、多様な広報チャネルを活用した周知活動に注力してま
いります。  

 



写真の提出 

 
1 月：餅つき準備/如水太鼓演奏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 月：クリスマスコンサート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



5 月：フルートコンサート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月：ワールドフェスタ 

 

 

 

 


